
令和５年度 シラバス      愛媛県立新居浜南高等学校 

外国語 

教 科 科 目 単位数 履修年次・選択群 履修区分 

外国語 グローカル論 ２ ３年次・Ｌ１群 選択履修 

使用教科書（出版社） 副教材（準備するもの） 履修の条件・連絡 

マインからマインドへ 別子銅山近代化産業遺産 

 八十八か所 ふれあいめぐりあいガイドブック 

(愛媛県立新居浜南高等学校 ユネスコ部) 

Watching NEWS (浜島書店) 特になし 

１ 科目の目標と評価の観点 

目   標 

別子銅山を中心に新居浜の歴史・文化・自然などについて理解を深める。また、多様な題材の英文に触れることで広

く社会で起こっている出来事について視野を広げながら、英語で書いたり話したりする力を養い、身に付けた技能を活

用して地域の魅力を発信する。 

評価の観点及びその主旨 

１．知識・技能 ２．思考・判断・表現 ３．主体的に学習に取り組む態度 

 英語を使った情報発信に必要な語彙、

表現、文法などに関する知識があり、適

切に活用する技能を身に付けている。 

目的や場面、状況に応じて、論理の

構成や展開を工夫し、自分の考えを英

語で話したり、書いたりすることがで

きる。 

言語の背景にある文化に対する理

解を深め、相手に配慮しながら積極的

にコミュニケーションを図ろうとし

ている。 

２ 学習計画と観点別評価項目 

学 

 

習 

 

の 

 

年 

 

間 

 

計 

 

画 

学期 学習内容（単元・項目） 月 学習のねらい 評価の観点 

１ 

 

学 

 

期 

 

 
旧別子エリア（１マイン～18マイン） 
Watching NEWS 
 1  Astronaut Noguichi Soich 
  2  J.League Celebrates 30th Anniversary 
  3  Queen Elizabeth Ⅱ 
 
別子山エリア（19マイン～23マイン） 
Watching NEWS 
  4  Reconstructing Shuri Castle 
 5  Iron Rust Artist YASUKA.M 
  6  Pyramids and the Nile 
 
東平エリア（24マイン～46 マイン） 
Watching NEWS 
 7  Volleyball Player Ishikawa Yuki 
 
 
 

 
４月 

 
 

 
 

５月 
 
 
 

６月 
 
 

 
７月 

 
・SDGｓについて理解を深める。 
・旧別子エリアについて理解を深める。 
・スピーチを 
 
 
 
・別子山エリアについて理解を深める。 
 
・東平エリアについて理解を深める。 

 
１２３ 
 
 
 
 
１２３ 
 
 
 
１２３ 
 
 
 
１２３ 

２ 

 

学 

 

期 

 
端出場・立川エリア（47マイン～58マイン）   
山根・上原エリア（59 マイン～71 マイン）  
Watching NEWS 
  8  Reusing Product Containers Easily 
  9  OriHime Robots 
 10  Kawasaki Rena Wins Children’s Peace Prize 
 
川西エリア（72マイン～83 マイン） 
四阪島エリア（84マイン～88マイン） 
Watching NEWS 
 11  Halloween 
 12  What Can We Do in the Metaverse? 
 13  Japanese Food or Western Food?  
 
 

８月 
 
９月 
 
 
 
 
10 月 
 
11 月 
 
 
12 月 

 
・端出場・立川エリア、山根・上原エリ

アについて理解を深める。 
 
 
 
 
 
・川西エリア、四阪島エリアについて理

解を深める。 

１２３ 
 
１２３ 
 
 
 
 
１２３ 
 
１２３ 
 
 
１２３ 

３ 

学 

期 

 
一年間の復習 

 
１月 
 

 
・学んだことを題材にプレゼンテーショ

ンを行う。 
 
 
 

 
１２３ 



令和５年度 シラバス      愛媛県立新居浜南高等学校 

学 

 

習 

 

評 

 

価 

観点 １．知識・技能 ２．思考・判断・表現 ３．主体的に学習に取り組む態度 

規 

 

準 

〇外国の歴史や文化についての
文を読み、その概要を理解でき
る。 

〇新居浜の歴史や文化について学
んだことを英語で表現することが
できる。 
 

〇新居浜の歴史や文化等を学ぼう
とする意欲や態度が見られる。 
積極的にコミュニケーションを図
ろうとする。 

手 

段 

・授業中の発表 
・定期考査と小テスト 

・授業中の発表 
・定期考査と小テスト 

・授業への参加状況 
・課題に取り組む態度 

単元末や学期末及び年次末にお

ける評価の総括方法 

単元末、学期末ごとに評価を総括し、年次末に単元末と、学期末の総括を行い

評価する。 

学習上の 

留意点 

・英文を読む事に加えて、外国の社会や文化について知ろうとする意欲が大切である。 
・授業では、板書を丁寧にノートに書く習慣を身に付けておく必要がある。 

 

 


